


- 1 -

生の土星は、やはり感動！ 昨年に続き今年も

「たけのっこくらぶ」という学童保育団体の主催、お寺の住職さんら数名のスタッフも加わって、

今年も「星の観察会」開催です。昨年の「観察会」がとても好評だったそうで、子ども達から

「今年もやって！」と強い要望があったのだとか、そう聞くと嬉しいですね

持参したのは、15cm屈折＋MS-4赤道儀、それとフリーストップの屈折、計2台の望遠鏡。

スクリーンとプロジェクターも用意していきましたが、快晴で、天の川もうっすらと見えたし、月

が昇ったら、観察と撮影で大賑わいになったし・・・、結局、ずっと野外で解説しました。

それでも映像を使いたい

はじめに、Surface Pro (タブレットパソコン)を使って、天文台の以前の様子や、地震で望遠鏡

が倒れたところ、グチャグチャの室内、望遠鏡を撤去する様子、借用した望遠鏡、新しく計画中

の望遠鏡のイラスト、などを見てもらいました。そして望遠鏡募金の要請も、です。

続いて、火星と土星のビデオも上映。これは、設置したばかりのミード社製35cmACF反射望

遠鏡を使って撮影した映像です。画面が小さいですから、たぶん、ちょうど望遠鏡を覗いている

ような大きさに見えたのではないかと思います。

生の土星は、やはり感動！

それから、星空の観察。土星の輪がはっきり見えて、皆さん大喜びでした。望遠鏡で観察す

る合間に、夏の星空も解説。計画では、1時間半のイベントだったのですが・・・、薄暮の中

の火星の導入に成功したので、早めに開始し、月が昇ったら、終われなくなってしまい、結局、

３時間ばかりやっちゃいました。

予想外の反響も

終了したら、保護者の方が近寄ってきて、「募

金したい、天文台のホームページを見たら、募

金の方法が分かりますか？」と聞いてくださいま

した。お世話係の方も、「保護者数名が望遠鏡

募金をしたいと言っています。」「今夜参加してい

ない保護者もいるので、あとで集めてから、募

金します」と言ってくださるではないですか！

お礼に、株式会社リールから寄贈していただい

た「スマホ望遠鏡」を１台、プレゼントしておきま

した。

植木インターから高速経由で城南に戻り、天文

台で望遠鏡を下ろし、家に帰り着いて、お風呂に

入ったら、もう日付が変わってしまいました。

ふぅ・・・・！

今日(２１日、日曜日）は、総会です。

８/20(土) 山鹿市の浄光寺で、たけのっこくらぶの

「星空の観察会」 火星・土星と夏の星座
学童保育団体の「お寺でキャンプ」40数名が参加、月の撮影も！
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ようやく総会を開催

熊本地震で、天文台の会員さんも多数が被災しまし

た。自宅には戻れず避難所で暮らす人もいます。震災

への対応で走り回っている人もいるという状態。一方で、

市内の公共施設の大半が避難所になったり損傷して使え

なくなっていましたから、総会が開ける状態ではなかっ

たのです。それでも、天文台を再開し、望遠鏡募金を

始めるという方針を決めたこと、市から固定資産税の納

付書が届き、納付期限が8月末だと分かり、24日までに

税の減免申請書を提出する必要が生じたこと、この2つ

の理由で、急いで総会を開くことになつたわけです。

熊大天文部と連携

大学は夏休み中でしたが、急いで天文部の部長さん

に連絡を取ってもらい、理事就任に必要な書類を準備し

ていただきました。総会の司会も務めて頂いて、今年も

例年どおりの総会を開催することができました。

スムーズに進行

議事進行もスムーズで、議案書を可決。望遠鏡の導

入計画や望遠鏡募金などについて意見を交換、星屑の

発行作業も行いました。この場で、株式会社リールから

提供された「スマホ望遠鏡」の実物を展示して、募金

への活用法についても意見を交換。すると、「組み立て

済みのものを1台もらえるなら、1万円募金する！」という

声が参加者から上がりました。なるほど、そんな活用法

も期待できるのですね。

昼食会も楽しんで

城南町のエベレストキッチンというインド料理店で、ナ

ンとカレーのセットで昼食会。おいしい料理に舌鼓を打ちながら、しばし談笑して、笑顔の内に

この日の行事を終了しました。

8/21(日) 火の君文化センターで

熊本県民天文台総会を開催
熊本地震での被災から、新しい出発を目指して、望遠鏡募金へ

8/26(金） 菊陽ふれあいの森研修センターで

「星の観察会」 雲が多いお天気でも
11組、29名が参加 新入会員の園木さんが応援に駆けつけ
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テレビ局の取材カメラが

17時前に現地に到着して準備を始め、19時から「星の観察会」で、講師は艶島です。いつも

と違うのは、先日入会された熊大生の園木さんが応援に駆けつけてくれたこと。それに、KAB(熊

本朝日放送)の取材カメラがやってきて、準備風景から、熱心に撮影していたことです。

火星と土星が見えるはずなのに

17時頃、南の空は雲が切れていて、青空が見える状態。それで、19時から、室内で30分ほど

解説し、すぐに野外に出て火星や土星を観察しようと思っていたのですが、開会行事をしている

間に雲が広がってしまったようです。湿った暖かい空気がドッと流れ込んでいるのでしょう。研修

センターのスタッフが何回も外の様子を見て伝令をしてくださったのですが、なかなか星が見え

ません。20時1０分を過ぎた頃、ようやく、「星が

1つ2つ見えています」と、屋外への移動を促さ

れました。

二人いると楽ですね

園木さんが、研修センターのポルタ経緯台＋

8cm屈折を、私が天文台から持参したMS4赤道

儀＋15cm屈折を担当。でも、見えるのは、天頂

付近のベガやデネブ、時々北斗七星程度。筒

の長い屈折で、天頂付近を見るのは大変でした。

15cm屈折鏡筒はレンズが重くて、接眼部側が長

くなっているのも使いにくさの原因です。 (これ

は、今後の改良が必要です→おもりを調達）

参加者の反応

それでも、参加者は結構満足してくださった

様子。流れ星はいつ見えるか？ ブラックホー

ルって何？ 星までの距離はどうやって測るの？

等々、たくさんの質問が出ました。

参加者は、年少組から小学校低学年の子どもを連れ

た家庭が多かったようです。幼い子どもが多いので、

室内では星座物語を中心に解説を展開した方が良いの

かな？ と思っていたのですが、むしろ子ども達からは高

度な（？）質問が飛び出す傾向があって、何度も、上

映しかけた電子紙芝居を途中で止めて、流星のビデオ

を上映したり、「宇宙」の解説用に作り込んだ電子紙芝

居を上演したりと、予想外の展開でした。

園木さん、暑い中、応援ありがとうございました。

9/6(火） KAB(熊本朝日放送）が取材に来台

ミード社製35cmACF反射望遠鏡など撮影
天文台の活動を熱心に取材中、10日(土)に再来台の予定です

研修センターのスタッフと園木さん
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☆☆☆☆☆☆ これからの予定 ☆☆☆☆☆☆

9月9日（金）、19:00～ 菊陽町ふれあいの森研修センター

半月、土星・火星、夏の大三角、夏の星座、月の撮影

9月10日（土）、19:30～ 県環境センター

「星空観察会」

半月、土星・火星、夏の大三角、夏の星座、月の撮影

9月16日（金）、満月前日（中秋の名月の翌日）、武蔵丘コミセンで

月の観察と撮影

9月17日（土）、 フィールドミュージアムへ飛びだそう！

月を観察して撮影しよう

9月30日（金）、本渡北小学校

「星の観察会」 夏の大三角

10月1日（土）、 19:00 ～ 武蔵丘小学校4年生

「星の観察会」

1１月２５日（金）、 19:00 ～ 武蔵丘コミセンで

「星の観察会」

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

猛暑や台風で大変ですが、もうひとがんばり！

☆☆☆☆☆☆ 望遠鏡募金を推進しましょう！ ☆☆☆☆☆☆
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    8月は連日の猛暑日でぐったりでしたが、やっと朝夕に秋の気配が感じられるように

なりましたね。気分的にはまだまだ力尽きる夏…なのですが、世の中は確実に怒涛の秋

へと移行しております。おかげで、様々なイベントの準備に翻弄され、家の整理など後

回し後回し…1年かけて片付ける予定だった家の中、まだ地震の後の書籍・書類の雪崩

がほとんど手つかず…そこに次々容赦なくやってくる書類の山と締め切り地獄…パニッ

クの毎日が多分春まで続くんだろうなあ… 

    な毎日のせいでほとんど星空を見ておりません。火星の動きのチェックもすっかり失

念しておりました。5 月末にサソリの頭の先にあった火星は、8 月末にアンタレスの近

くまで来て、これから、いて座に向かうところですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 



  

夏の記憶 

 

   

羽化できないまま干からびていったクマゼミは 

地震を生き延びたクマゼミの鳴き声シャワーに押し流されて 

空の果てまで流れ着いたのか 

もう 姿が見えない 

 

月の船はどこですか 

ここから船出したいのだけれど 

行き先はわからないのです 

 

サソリは明るい空にしがみついている 

戦の神が刺し貫いた時間の欠片を 

赤々と飲み込んだまま 

 

溶けて消えてしまった夏の記憶 

夜の河を 鳥が渡っていったはず だが 

とろりと生暖かい風が 

閉じこもったカーテンの裾を 

掠めていくだけで 

羽音も気配も ない 

 

遠くで 

ヒグラシが鳴いている 



２０１６年８月の県民天文台
～運営日誌より～

開台率 ４日／４日＝１００％ 総開台日数 ８日

一般来台者数 ２１９名 会員来台数 ２７名

日付 天気 担当運営 来台数 記 事

６ 日 晴 中島 ７３人 フィールドミュージアム 「火星・土星と夏の星

（土） 艶島 空」

西嶋

火星、土星、アルビレオ、Ｍ２７，Ｍ５７，Ｍ

８，Ｍ３１

電子紙芝居で活動紹介や解説 望遠鏡募金につ

いても紹介

詳細は先月号の記事参照

１１日 晴のち 艶島 ２１人 元気の森かじかで「星の観察会」

（木） 曇り 詳細は先月号の記事参照

１ ３日 くもり 中島 髙田 ４０人 月、土星、火星

（土） 小林Ｊ西嶋 雲間にちらちらと見える星も今ひとつな空。し

かし、望遠鏡で見える月のクレーターと土星の

輪っかに皆さん大喜びでした。

２ ０日 晴 髙田 西嶋 ９人 火星、土星、アンタレス、星空解説等

（土） 中島 晴れてはいたものの、透明度の悪い空でした。

２組とも子どもさんが幼く、長くはいられなか

ったので、Ｍ天体まで行かずに終わりました。

１０ cm反射とポルタを上に置いておきます。

艶島 ４ ０人 山鹿市浄光寺でたけのっこくらぶの「星の観測

以上 会」

火星、土星、アルタイル、アンタレス、月

月の撮影も 詳細は記事参照

２ １日 晴 １０人 天文台総会 火の君文化センターにて開催

（日） 参加２８人（委任状１８人）

詳細は記事参照



日付 天気 担当運営 来台数 記 事

２ ２日 晴 艶島 ０人 午前中 事業報告書提出

（月） 固定資産税減免申請書等提出

午後 スマホ望遠鏡２７台を天文台へ

望遠鏡募金に活用しましょう!

２ ６日 曇り 艶島 ３２人 菊陽ふれあいの森研修センター「星の観測会」

（金） 園木

デネブ、夏の大三角、北斗七星、解説

詳細は記事参照

２ ７日 曇りの 中島 ４人 土星、火星、アルタイル、ベガ、M27,M57,アル
（土） ち晴 艶島 ビレオ

雲ってだめかと思ったが、思いの外良く晴れた。

ゆっくりといろいろな天体を見て楽しい１時間

でした。

募金活動開始

今月からいよいよ募金活動を開始しました。新聞記事にでも紹介され、各種マスコミで

紹介され始めたこともあって、少しずつ反響が出始めています。ホームページでの告知も

かなり良く見られているようで、新会員の加入もありました。

募金をいただいた方には、領収証とお礼の天体写真を添えてお礼状を発送しています。

天文台での一般公開でも、募金をたくさんして頂いています。観望会での告知も大変大

きな反響があります。目標まではかなり大変ですが、一人一人が積極的に発信して頂ける

と、より大きなうねりとなっていきそうです。

地元熊本市では、仮設住宅の入居が進み、被災家屋の解体も本格化してきています。な

かなか地元で募金活動を行うのは難しい状況ですが、全国からのご支援はとても励みにな

ります。これからもしっかり頑張っていきたいと思います。



Ｂ５のたわごと

月日の経つのは早いもので、もう９月。ふと気づけば何時の間か蝉時雨も聞こえなく

なっていました。日中は暑いので、夏がずーっと続いているような気になっていました

が、自然は少しずつ秋を迎えているんですね。９月１５日は中秋の名月、久しぶりに家

でゆっくり、お月見をしてみようかな。いや、酒盛りか…。

☆１０月の天文現象＆行事☆

１日（木） 新月（０９：１１）

４日（土） 細い月と金星並ぶ

６日（木） 月と土星が接近

８日（土） １０月りゅう座流星群が極大

トークアバウト（２０：００～ 変更の場合あり）

寒露（かんろ ・・・ 秋涼増長し、寒くなり露を結ぶ）

９日（日） おとめ座Ｒ星が極大（6.1～12.1等 周期146日）

上弦（１３：３３） 中旬は水星と木星が大接近する

１１日（火） 夜明け前の東天で、水星と木星が大接近

１３日（木） 後の月（十三夜）

１６日（日） 天王星が衝（01:38 5.7等、視直径03.7"） 満月（１３：２３）

２１日（金） オリオン座流星群が極大のころ

２３日（日） 下弦（０４：１４）

霜降(そうこう … 露は霜と化して草木の葉は黄変するという意味で霜降)

２５日（火） 準惑星ケレスが衝（11:02 7.4等）

２７日（木） 水星が外合（18:04 -1.4等、視直径04.7"）

３０日（日） 夕方の西空低く、金星と土星が大接近

３１日（月） 新月（０２：３８）
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